	I.O.O
	Ａ.O.M
	G.O.M

	
	
	


　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成１９年　4月　6日　（金）
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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜患者様連絡事項＞

・松田　信夫様～精神神経用剤２種類が４月６日昼～５日分臨時継続処方となっています。　

入浴拒否は継続して見られています。清拭だけでもしていただけるよう

引き続き声掛けしていきましょう。
・古川　徳一様～昨夜、発熱見られた事から抗菌剤４月７日昼～３日分継続臨時処方となっています。発熱・湿性咳嗽等感冒症状に注意し観察していきましょう。　
・水梨　正一様～湿性咳嗽・痰鳴あることから去痰剤・抗生剤４月７日昼～３日分臨時継続処方となっています。引き続き発熱・湿性咳嗽の有無を観察していきましょう。
・松浦　佐恵子様～膵臓ホルモン剤１本処方となっています。引き続き、眩暈・顔面蒼白等低血糖症状の観察をしましょう。
・吉田　寿雄様～膵臓ホルモン剤１本処方となっています。引き続き、眩暈・顔面蒼白等

低血糖症状の観察をしましょう。
・大久保　まつゑ様～体重増加の為、４月７日朝より経管栄養食品１日４パックから３パック（１－１－１）となります。栄養状態の観察・ふらつき等身体状態の観察をしていきましょう。

・見付　喜久様～咀嚼困難で時間要していることから、とろみ食から経管栄養食品１日

　　　　　　　　３パック（１－１－１）となります。栄養状態の観察・摂取状況の　

観察をしていきましょう。
・小山　正好様～４月９日１０時より頭部CTと胸部レントゲンの検査があります。拒否強く抵抗ある為、千葉良Drより睡眠薬の臨時処方を頂きましたので、当日の８：３０頃服用させて入眠したら検査へ誘導して下さい。
＜連絡事項＞

・平成１９年度部署懇談会は、５月９日１８：００からの予定です。
・福田NSの義父様が亡くなりました。公休も含め４月１５日まで忌引きとなり欠勤となります。葬儀には小向GOMが出席します。
・尿検査試験紙“ファグノスUテスト１０”では亜硝酸塩も検査出来る様になりました。
尿検査所見用紙「一般尿検査」にある“細菌”（上から２番目）とは亜硝酸塩のことですので“細菌”の欄に亜硝酸塩の結果も記入するようにして下さい。
・西病棟入院患者様２名インフルエンザ（+）・スタッフ１名インフルエンザ疑いが発生しました。急な高熱・頭痛・全身倦怠感・悪寒・関節痛などの症状があったら、すぐ病院受診し検査しましょう。患者様に症状が出たら、主治医報告し検査指示受けしましょう。又、予防として、手洗い・含嗽、マスク着用、適度な湿度の保持、栄養と休養を患者様もスタッフも周知徹底しましょう。患者様が発症したら面会は遠慮していただきましょう。
・３月３１日のデイリー東北の新聞コピーをＢユニットホワイトボードに掲示してあります。各自内容を読み、今後カンファレンスで意見交換して行きます。
＜ＳＳＴ評価＞
Ａユニット～比較的発言が多く明るい雰囲気で行えました。今年度の感想では他者との会話が多くなった、難しかったという意見がでています。
Ｂユニット～発言は少なく、促しでの発言多いです。今年度の感想として難しかったが他者との会話に役立ったと話される患者様の意見が多かったです。
ＣＤユニット～山内様・板垣様がなかなか話の切り上げが出来ず、他者が閉眼してしまっています。発言が聞かれない際は、スタッフから指名し、発言促すと一度は発言出来ています。

＜生活機能回復訓練報告＞

荒屋敷チエ様～次々と作りたいものややりたいものを作業スタッフに話してきています。気分高めな様子見られ活動的です。他者が近くにいないときを見計らって、スタッフに話しており、他者が近くに来ると立ち去っています。また「自分だけ何かやっていると、他の人が真似するから」と周囲を気にしている様子です。他者の話し掛けを拒むことなどあり、注意して観察していきましょう。

田端　玲子様～行動落ち着きなく、せわしく行動したり、執拗な要求聞かれることあります。時間が経つと「さっきはすいませんでした。イライラしていたものですから」と誤ってくることもあります。その時の行動を振り返って頂き、行動の安定を図っていきましょう。

上田　正男様～プログラム中はイライラした様子なく取り組んでいます。他者とのトラブルに注意して観察していきましょう。

河村　勝男様～日内での気分変動多く見られています。不機嫌な様子見られることありますが、粗暴行為ありません。不穏な時は他者との距離を取り、トラブルに注意しましょう。

田中　清　様～経管栄養実施していますが、その頃より活動性低下見られています。プログラム参加促すも断り臥床しています。機能低下しないよう経管中でも個別で行えるものを考えていきます。車椅子座位も以前から前かがみになってしまうことあり、注意して観察し介入していきましょう。

三浦　トシ様～Ｃホールに来て水道から飲水しようとすることあり介入しています。声がけに拒否なくＤホールに戻っています。Ｃホールへ頻回に来ています。







